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１０
月
４
日
㈪
、
新
潟
、
新

津
、
亀
田
の
３
会
議
所
の
会

頭
が
、
新
潟
市
役
所
を
訪
問

し
、
篠
田
新
潟
市
長
と
志
田

新
潟
市
議
会
議
長
に
新
潟
市

の
政
策
に
対
す
る
要
望
を
３

会
議
所
連
名
で
行
い
ま
し
た
。

　

重
点
要
望
は
、
地
域
経
済
、

雇
用
、
中
小
企
業
に
配
慮
し

た
支
援
策
の
強
化
、
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
、
政
令
指
定
都

市
新
潟
の
拠
点
性
向
上
へ
の

積
極
的
対
応
、
で
あ
り
ま
す

が
、
当
所
関
連
の
要
望
も
行

い
ま
し
た
。

◎
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
商
店
街
の
衰
退
化
は
新
潟

　

市
中
央
区
だ
け
で
な
く
秋

　

葉
区
な
ど
の
他
区
に
お
い

　

て
も
同
様
に
厳
し
く
（
中

　

略
）
苦
境
に
あ
る
地
域
商

　

店
街
再
生
に
向
け
た
各
商

　

工
会
議
所
と
の
連
携
強
化
、

　

ま
た
、
地
域
商
店
街
が
使

　

い
や
す
い
支
援
策
（
勉
強

　

会
へ
の
専
門
家
ア
ド
バ
イ

　

ザ
ー
の
派
遣
、
事
業
経
費

　

補
助
等
）
拡
充
強
化
。

◎
政
令
指
定
都
市
新
潟
の
拠

　

点
性
向
上
に
向
け
た
積
極

　

的
対
応

・
新
津
地
域
と
新
潟
中
央
地

　

域
と
の
交
通
の
便
を
図
る

　

た
め
の
、
新
津
西
ス
マ
ー

　

ト
Ｉ
Ｃ
の
開
通
と
国
道
４

　

０
３
号
線
の
複
線
化
及
び

　

新
潟
駅
南
口
〜
弁
天
線
〜

　

４
０
３
号
線
を
結
ぶ
幹
線

　

道
路
建
設
に
向
け
た
早
期

　

検
討
と
具
体
化
。

・
「
に
い
つ
夏
ま
つ
り
」
、

　

「
食
の
陣
（
に
い
が
た
・

　

に
い
つ
）
」
「
花
ふ
る
フ

　

ェ
ス
タ
」
、「
新
津
あ
お
ぞ

　

ら
市
場
」
、
「
鉄
道
ま
つ

　

り
」
な
ど
各
地
域
、
商
店

　

街
等
の
実
施
す
る
賑
わ
い

　

創
出
事
業
へ
の
支
援
強
化
。

・
（
中
略
）
着
地
型
観
光
の

　

ひ
と
つ
と
し
て
期
待
さ
れ

　

る
〝
産
業
観
光
〞
（
新
津

　

地
域
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ
車
両

　

製
作
所
や
鉄
道
資
料
館
、

　

外
国
人
観
光
の
目
玉
と
し

　

も
期
待
さ
れ
る
「
Ｓ
Ｌ
ば

　

ん
え
つ
物
語
号
」
の
Ｐ
Ｒ

　

と
活
用
）
の
推
進
お
よ
び

　

協
力
企
業
・
事
業
所
に
対

　

す
る
支
援
制
度
や
奨
励
制

　

度
の
構
築
。

・
新
津
駅
を
は
じ
め
と
す
る

　

市
内
Ｊ
Ｒ
駅
舎
に
お
け
る

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
（
エ
ス

　

カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
や
待

　

合
室
の
整
備
）
に
向
け
た

　

Ｊ
Ｒ
へ
の
働
き
か
け
。

・
ロ
シ
ア
極
東
地
域
へ
の
需

　

要
開
拓
に
向
け
た
花
卉
園

　

芸
業
者
等
の
国
際
見
本
市

　

へ
の
出
店
や
販
路
拡
大
及

　

び
安
定
し
た
経
済
活
動
の

　

振
興
を
図
る
た
め
の
、
取

　

引
に
関
す
る
諸
費
用
の
引

　

下
げ
等
の
一
層
の
支
援
と

　

施
策
の
充
実
。

新
潟
市
長
、
新
潟
市
議
会
議
長
に

　

３
商
工
会
議
所
（
新
潟
、
新
津
、
亀
田
）
の

会
頭
が
２３
年
度
の
新
潟
市
の
政
策
に
対
す
る
要
望
を
行
う

宮
崎
全
国
大
会
に
参
加
し
て

　

去
る
１０
月
１５
、
１６
日
宮
崎

県
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
シ
ー

ガ
イ
ア
・
リ
ゾ
ー
ト
に
於
い

て
、
第
４２
回
全
国
商
工
会
議

所
女
性
会
連
合
会
宮
崎
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
県
か
ら
は
５
団
体
３３
名
、

う
ち
新
津
は
７
名
の
参
加
で
、

会
場
は
全
国
総
勢
約
２
５
０

０
名
の
会
員
で
溢
れ
ん
ば
か

り
で
し
た
。

　

口
蹄
疫
問
題
で
揺
れ
た
宮

崎
で
す
が
、
主
催
者
の
方
々

か
ら
は
、
困
難
の
中
、
開
催

に
漕
ぎ
つ
け
た
喜
び
と
、
全

国
か
ら
の
励
ま
し
や
支
援
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
が
強
く
伝

わ
り
ま
し
た
。
宮
崎
を
元
気

づ
け
る
、
時
を
得
た
大
会
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

県
ご
と
の
紹
介
で
新
潟
県

は
赤
地
に
白
文
字
で
「
新
潟
」

の
う
ち
わ
で
ア
ピ
ー
ル
し
、

注
目
を
浴
び
ま
し
た
。
総
会

に
続
い
て
「
鐘
が
鳴
り
響
く

瞬
間
」
〜
デ
ィ
ズ
ニ
ー
と
と

も
に
３０
年
〜
と
題
し
て
、
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
常
務
で

デ
ィ
ズ
ニ
ー
、
４
ホ
テ
ル
の

社
長
で
も
あ
る
髙
野
由
美
子

氏
に
よ
る
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

た
講
演
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。

夢
を
持
っ
て
前
向
き
に
努
力

す
る
人
は
輝
い
て
い
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
時
の
人
東
国

原
知
事
も
出
席
さ
れ
、
参
加

者
も
踊
り
に
加
わ
る
等
、
大

変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
は
神
話
の
里

や
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り

会
員
の
皆
様
と
親
交
を
温
め

合
い
な
が
ら
楽
し
い
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

石
月
美
都
子

普
通
救
命
講
習
会
の
ご
案
内

新
津
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は

１１
月
17
日
㈬
９
時
〜
１２
時
秋
葉

消
防
署
に
お
い
て
普
通
救
命
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
取
り
扱
い
や
心
肺
蘇
生
法
等

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
受
講
希

望
者
は
事
務
局
長
谷
川
、
諸
橋

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２２

－

０
１
２
１
）

健康野菜で、街おこし

～プチヴェール～　レシピのご
　平成１７年３月に旧新津市が近隣市町

村とともに新潟市に合併し、その２年後

に政令指定都市新潟市が誕生して当地域

は秋葉区となり、当会議所では積極的に

「街づくり」、「街おこし」に関与して賑

わい創出に努力することにしました。「経

済活性化委員会」、「産学官連携協議会」

を立ち上げて「新津の食と花」をキーワー

ドにした新事業の展開に着手しました。

　その中から生まれたのが農商工連携に

よる地元の食材「プチヴェール」です。

この「プチヴェール」は下記の通り栄養

成分も高く、新津の新たな特産品として

「ぷち森シリーズ」というお菓子にも使用しています。

お菓子以外にも和洋食等でおいしくいただくことが出

来ますので、シリーズにしてレシピをご紹介いたしま

す。ぜひ、これを機に健康野菜「プチヴェール」を召

し上がって下さい。

出典：「健康野菜で、街おこし。プチヴェール」
出版：新津商工会議所　産学官連携協議会　　

レシピ考案：小林 瑠美子先生
アシスタント：遠藤 　澄枝先生


